
GUIDER ZERO 現況属性設定
GUIDER ZEROのVer.2.1.0より、TS観測時に設定できる属性の「点・⽅向」タイプに「注記」タイプを関連付けることができるようになりました。
例えば、この関連付けを⾏った属性コード『7311』（標⽯を有しない標⾼点）を設定し観測を⾏うと、観測位置にプロットとその標⾼値を同時に
作図させることができます。 本書では、属性コード『7311︓標⽯を有しない標⾼点』に、注記タイプを設定する操作⼿順をご紹介します。

２．観測コードを選択する
設定名称に【GUIDER+】を設定し、観測コード『7311』を選択後に【変更】をクリックします。

RECボタンを
タップ

１．現況属性設定を開く

● GUIDERメニューを表示する方法
作業画⾯にGUIDERメニューを表⽰されていない場合は、
ご利⽤の画⾯モードをご確認の上、以下の⼿順で表⽰
して下さい。（左図は「メニューバー」で表⽰しています。）

メニューバーでお使いの場合は、メニューバーの【表⽰】より
【ツールバー】を選択し、【GUIDERメニュー】をクリックします。

リボンメニューでお使いの場合は、リボンの【表⽰】を選択し、
「画⾯レイアウト」グループの【ツールバー】より【GUIDER
メニュー】をクリックします。

GUIDERメニューの【設定】より【現況属性設定】を開きます。

「点・⽅向」タイプに「注記」タイプを関連付けた
属性コード『7311』を設定し、

観測位置にプロットと標⾼値を同時に作図できます。



３．観測と同時に注記文字も作図する設定を行います。
展開オプションの【⽂字を追記】にチェックを付け、【作図設定選択】をクリックします。

５．追記する文字の作図設定を行います。
【設定を開く】をクリックします。

４．関連付ける「注記」タイプを選択します。
本書では、標⽯を有しない標⾼点に関連付ける注記タイプを選択します。
【［7330］標⽯を有しない標⾼点】を選び、【選択】をクリックします。

６．注記文字の作図設定を行います。
今回は、観測位置の標⾼値を作図する設定を⾏いますので、
作図⽂字では必ず【標⾼⽂字】を選択して下さい。
その他の項⽬については、必要に応じて変更して下さい。



７．現況属性設定を終了します。
【OK】をクリックして、現況属性設定ダイアログを閉じます。

■ TS観測時の設定
TS観測を起動した視準点の観測画⾯では、属性コードに『7311』を設定し観測を⾏います。

視準点の観測画⾯で属性コードに『7311』を設定し、
【REC】ボタンをタップします。

観測位置にはプロットと、その標⾼値を作図
することができます。


